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す
る
，殖
ほ
地
な
る
，

, 

0

も
の
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が
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？
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た
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た
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內
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瓶
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光
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濟
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民
地
の
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給
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聯
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請
國
の
供
給
は
一
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.て
商
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七
萬
二
千
條
、中
立
諧
國
の
供
給
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千
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五
十
七
爲
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キ
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し

て
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者
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地
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能
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。
次
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要
穀
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る
パ
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大
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黎
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.供
給
國
別
を
見
る
に
、殖
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地
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供
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給
高
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五
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萬
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潇
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萬
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る
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は
ず
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料
品
に
就
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國
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專
ら
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す
る
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立
國
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供
給
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し
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地
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給
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非

4
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國
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供
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す
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條
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又
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ら
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に
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ふ
る
の
政
锻
を
取
る

も
、
露
®

®

ょ
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-

輸
入
す
る
殺
物
に
對

し
て
は
、
重
ぐ
課
桃
せ
ざ
る
可
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ら
ざ
る
が
加
し
ど

a

も
、露
國
に
し

W
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國
の
一
員
と
ハ
於

0
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0
後
經
濟
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議
の
決
謙

K

從
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滞
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に
對
す
る
、賀
易
上
の
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係
を
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絶
せ
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と
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の
時
に
當
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國
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殖
民
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國
だ
る
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國
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賞
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し
む
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の
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果
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狀
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潘
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濟
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す
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.
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の
事
情
ぁ

-

^

て
、
1

方
に 

第
三
の
事
情
ぁ
る
以
上
は
、英
國
の

m

際
貸
借
は
逮
勢
に
陷

b

、外
債
め
募
集
と
對
外
放
資
の
囘 

收
と
に
依
ら
ざ
れ
ぱ
、货
借
の
均
衡
を
支
持
し
難
き
に
至
れ
り
。
技
に
於
て
か
多
數
の
論
者
は 

之
を
以
て
英
國
戰
時
經
濟
の
危
機
な

&
 V

J

し
，而
し
て
此
機
を
誘
政
し
力
る
も
の
は
即
ち
年 

來
の
自

>
3

資
易
政
货
に
外
な
ら
ず
ビ
し
、以
て
自
由
貿
易
徘
斥
の
論
據
を
求
む
る
に
急
な
ら
ん 

ビ
す
。 

，

然
れ
ど
も
以
上
の
所
說

、の
如
さ
は
、

單
に
事
物
の

一

面
の
み
を
觀
察
し

.て
、
輕
燥
な
る
結
論
を 

試
み
ん

と
す
る

も
の
に

外
な
ら

ず
b

假
に
齒
者
め
唱
道
す
る

如
ぐ
、
自由貿政策を以て不
 

可
な
&

と
し
、
又

殊
に
戦
時
國
民
の
生
，活
を
安

全
な

ら
し
む
る
に
堪
，へ

H

る
も
の
な

-

 ̂V
J

し
、英 

國
が
.®爭
に
備

ぅ
る

爲
：
め
.に
、
或
る
時
斯

ょ
ぅ

自
由
貿
易
の
政
策
を
爐

め
、內
國
に
農
業
を
維
持 

レ
て
、以

て
食
料
品
の
自
給
を
計
晝
し

カ
ク

ビ
す
れ
ぱ

、果

し
て
實
際
に
如
何
な
る
結
果
を
生
じ 

力
も

や
。
食
料
品
の
內
國
に
供
給
せ
ら
る

 

> 

も

，の

豊

富

な

る

以

上
は
、
職
爭
の
進
行

R

依
て
、
 

此
方

面
に

大
な
る

供
給
の
眺
芝
を

招

が
ざ

る

を
得
べ
し
ビ
雖
も
、農
業
の
國
內
に
繁
榮
す
る

一 

面
じ
於
て

i

 

0
の
發
逮
今

m

の
如
く
爲
ら
ざ
る
に
於
て

は
、堪
雷
品
と
し
て

H
i

t

品
の
输
入
を



用
し
、欧
洲

'

を
®

劃
し
て
、

】
I

®

の
輕
濟
組
繊
と
し
，之
を
互
に

.
I
s

爭
ず
る
に
至
ら
じ
め
ん
か
、囊
じ 

論
述
し
た
る
事
情
の
下
に
、ホ
立
講
國
を
し
て
中
夹
歐
羅

5： 1

の
謡
：國
に
接
近
せ
し
む
る
は
、免
か 

れ
難
S

 

#

實
と
す
可
ぐ
、英
國
の
國
際
賀
息
は
自
ら
制
限
せ
ら
れ
，て、從
来
の
别

0

を
喪
央
せ
ざ 

る
を
得
ざ
る
な

か
。
，
 

■ 

'

'

保
識
資
思
論
激
は
保
識
政
策
を
以

v
^、

一

國
の
自
給
自
足
主
義
を
全
ぅ
す
る
所
以
な

◊
 V

し
す 

る
®
静
を
主
張
し
て

B

ま

す

。

思
：
ふ
K

歐
洲
大
.陸
諸
國
が
從
來
保
護
關
靴
を
實
行
し
、殊
に
之 

を
農
業
に
適
用
し

*

る
は
、自
給
自
足
の
經
濟
生
傅
を
實
現
す
‘る
こ
と
を
目
的
と
し
な
る
や
、論 

を
俟
、な
す
。

然
ら
ぱ
此
糧
の
希
望
は

.

采
し
て
之
を
到
達
す
る
を
得
ぬ
ぅ
や
ご
云
ふ
に
、此

a

に 

於
て

<
r

间
の
戰
爭
は

k

對
の
村
料
を

#

上
に
示
し
た
り
。
即
あ
開
戰

V
J

相
前
後
し
て
、交
戰
能 

國.
4
、̂

獨
逸
、傭
蘭
西
、填
地
利
の
如
さ
は
、平
生
穀
物
に
赋
課
レ
来
れ
る
輸
入
桃
を
全
廢
し
た

i
 

思
ふ
，に

謡

國

が

，開

戰

の5

2

輸
入
桃
を
廣
止
し
力
る
は
，輸
入
桃
の
赋
課
に
依
て
.穀
物
輸
入 

の

妨
播
せ
ら
る

 

>

勢
：を
除
き
’職
時
外
國
の
供
.給
を
自
由
に
し

\
キ
、以
て
ほ
國
に
於
け
る
現

f
f
i高
. 

を
豊
赏
な
ら
し
む
る
の
必
要
に
出
で
た
る
も
の
な
る
可
し
。
教
し
も
平
生
保
護
政
策
の
下
に
、
 

請
a

が
自
給
ぬ
足
の
經
濟
生
游
を
營
み
居
る
も
の

V
J

せ
ん
か
、戰
路
に
臨
ん
で
、特
に
輸
入
桃
を

然
十一

想
' 

(-;

ハ0
1)

1
論

m

聰
後
の
關
挑
政
策
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十

5

 

G

ハ0

9

論就戦後の關桃政银

 

f

號

§

A

大
な
る
拔
®
を
仰
が
ざ
る
を
得
ざ
を
の
地
位
ギ
居
れ
る
が
如
き
此
一
例
，ヒ
す
可
き
な
ゥ
。

..英
國
が
年
來

自
由
貿
易
め
下

.に
、國
際
，間
の
.
通
商
を
自
由
に

U

、其
財
力
を
涵
養
し
た
る

 

一
f

 

は
今
囘
の
戦
爭
に
於
，

"て
持
.久
戰
の
狀
態
に
堪

 

<

 

し
.
め
，聯
合
餅
國

.じ
，间り
て
，、物
資
の
援
助
を
政 

3

し
む
る

を
得
る

の
原
：
因
と
爲
れ

，.る

乙
と
を

疑
ぅ
可
か

ら
ず
。

即
ち
自
®
賀
為
ほ
英
國
の
商 

工
業
を
し
て

商
利
な
る

方

働
.
.に
纖
達
せ

し

め、
事
變
に
臨
ん
，で
大

な
る

財
力
を
發
揚
す
る
に 

ら
し
め
た
る
の

み
な
ら
ず
、
偷
敦
を
し
て
世
界

金

融
の
ホ
心
市
場

力
ら

し

め

？
^
る

の結

跟
、今
囘 

の
®

银
に
臨
ん
で
、倫
敦
が
此
中

‘

心
市
場
た
る
の
地

.
位
‘
を
利
用
し
、合
衆
國
其
他
の
方
面
に
信
用 

を
測
通
し
て
、以
て
對
外
撒
雜
，の
決
濟
に
資
す
る
を
得
め
る
の
效
柴
擧
げ
て
數
ふ
可
か
ら
ず
。
 

論
者
は
英
、國

.
が
自
由
資
易
の
下
に
、外
國
物
資
の
供
給
に
依
職
し
て
、國
民
生
活
を
全
チ
.す
る
の 

R

態
居
る
の
弊
を

.
指
摘
し
、進
ん
で
戰
時
此
供
給
の
播
加
に
進
く
對
外
債
務
の
加
重
を
以
て
、
 

英
國
經
濟
組
織
の
弱
點
ビ
す
れ
ど

も

、
斯
る
弱

S
の
蒋
す
る

1

而
に
於

て

、
此
弱
點
を
補
充
す
る 

實
力
の
適
養
せ
ら
れ
ク
、
あ
る
は
、明
白
の
事
實
し
て
論
者
が
英
®
纏
濟
組
織
の
淑
謝
の
み 

を
認
め
、之
を
擧
ぐ
る
に
急
な
る

r

方
に
、此
顯
點
の
郁
正
せ
ら
を
、
道
を
示
さ
る
は
陋

V
J

す 

可
し
。
苦
し
も
英
國
が
歐
洲
戰
後
保
諧
賀
易
主
義
又
は
：賀
易

.の
制
限
を
生
ず
可
&
政
策
を
採

\

s

m

a



2
5
3
ŝ

*
=
"
6

巧パな

Y'̂! r

I !t

眼
視
す
る
者
あ
も
さ
。
而
し
て
今
日
に
至
ゥ
て
冷
静
に
觀
察
ず
れ
ば
、總
濟
會
譲
の
決
譲
が
媳 

に
成
立
し
て
、三
段
關
税
則
又
は
五
段
關
桃
則
の
如
さ
も
の

 

>
 

下
に
、列
國
.の
關
税
政
策
の
支
配 

せ
ら
る
 

> 

に
ま
る
こ
ビ
を
望
む
能
ぱ
す
。
假
仓
ひ
近

&

將
来
に
干
戈
を
動
か
す
可

&

こ
ビ
を 

想像し、其準
俯
し
：

.

て
、極
端
な
る
保
識
關
，#

則
の
下
に
、自
給
自
足
の
經
濟
生
®
を
營
ま
ん

ざ 

す
る
の
國
あ

-

^

と
ず
る
も

>

其
目
的
を
達
レ
て
孤
立
狀
®
，に
陷
れ
る
の
時
に
は
、國
カ
疲
弊
し
て
、
 

戰
爭
に
從

，5

難
く
、又
戰
爭
に
堪
ゆ
る
爲
め
，に
、國
力
を
培
.養
せ
ん
と
し
て
、外
國

W

資
易
を
行
ひ
、
 

國
際
間
に
有
無
相
通

.

ず
る
の
.方
針
に
出
で
ん
か

1

朝
の
戦
爭
に
依
て
外
國
ご
の
交
通
の
社
.絕 

し
力
る
こ

W

に
依
て
、國
力
の
維
持
に
大
な
る
支
障
を
生

^

ざ

る
，を
得
す
。
歐
洲
戰
爭
の
實
驗 

に
依
て
、交
戰
請
國
が
求
め
て
孤
立
經
'濟
を
營
み
、自
給
自
足
の
生
活
を
全
う
せ
ん

W

し
て
、資
易

$

«

i
 (

六
0
ニ) 

^

說
戦
後
の
關
桃
政
饿. 

m
i

掀
廢
し
て
、外
國
の
供
給
を
®
な
ら
し
む
る
の
必
要
を
存
せ
す
、外
國
殺
物
供
給
高
の
有
無
の
如 

き
殆
ど
意
を
介
す
る
を
要
せ
ざ
る
所
な
る
に
拘
は
ら
す
、事
實

‘

ほ
：斯
の
如
く
爲
ら
す
、外
國
の
供

. 

給

を

收

‘

る
爲
め
に
、年
來
の
，主
、義
を
扭
げ
て
、農
業
關
眺
を
，撒
廢
：し
力
る

.

の

事

實

に

.
徵
，せ
ん
か
、
 

獨
、佛
、澳

の

詣

國
.は
最
近
ニ

m

十
年
間
保
譲
》

g

を
以
て
、商
業
政
策
の
方
針
を
一
貫
し
て
、尙
は 

自
給
自
足
の
狀
態
に
.逮
ざ
か
る
こ
と
の
甚
だ
大
な
ム
し
を
知
る
可
き

な
V

O

而
し
て
戰
時
國 

-家
に
收
入
を
要
す
る
こ

W
の
大
な
る
默
に
於
て
、譜
國
が
穀
物
關
税
撒
廢
の
爲
め
に
、收
入
を
購 

じ
、歲
計
上
に
缺
損
を
招
さ
た
る
の
損
先
の
如
き
、之
を
擧
げ
ざ
る
を
得
す
。

'

之
を
要
す
る
に
一
朝
の
：®
爭
に
依
て
、國
際
間
に
生
じ
力
る
國
の
分
野
を
戰
後
に
繼
續
し
、其 

分
野
の
間
に
商
業

.

の
行
は
る

'

、
道

を
制
限
し
て
、戰
時
に
懷
成
せ
ら
れ
力
る
敵
對
灰
抗
の
念
を 

戦
後
に
濃
厚
な
ら
し
め
ん

W

す
る
が
如
き
、世
界
文
明
の
大
道

K

反
す
る
の
措
置

.
y
j

せ
ざ

る
を 

得
す
。
歐
洲
諧
國
が

1
1

筒
の
分
野

k

 
®

せ
ら
れ
力
る
後
に
於
て

は
、
互
に
歐
洲
に
於
て
相
爭
ふ 

は
勿
論
ホ
立
諧
國
の
市
場
に
於
て
：も
、互

•

に
他
を
遇
す
る
に
敵
：國
を
以
て
す
る
に
至
，る
可
し
。
 

斯
の
如
き
は
世
界
文
明
の
大
勢
に
逆

l
b

す
る
も
の
に
し
て
、欧
洲
の
商
業
政
策
を
導
く
に
斯
る 

方
懦
を
以
て
せ
ん
か
、今
囘
の
戦
爭
終
想
後
，期
年
な
ら
ず
し
て
、再
度
の
餅
端
の
.貿
易
上
の
關

®

に
依
 

'て
、誘
發
せ
ら
る

 

> 

を
見
る
に
至
ら
ん
の
み
。
始
め

H
i

里
經
濟
會
譲
が
開
催
せ
ら
れ
ん
と 

す
る
や
、
M

係諧國の間に戰後の，
商
業
政
策
就
て
或
る
勘
待
を

.

懷
：く

に

至

ら

し

め

ぬ

，る
が 

如
し

V
J

雖
も
、

1

方
に
は
其
往
年
の
■
税
改
革
論
以
上
に
不
結
果
に
終
る
可
さ
の
故
を
以
て
、冷

'觸•避V
Iザん

を
制
限
す
る
に
至
る
可
し
と
云
ふ
が

如
さ
、
吾
輩
は
根
據
に
乏

4
.,

ま
推
測
と
し

て
、
之
を
排
斥
せ 

ん
と
す

る
も

の
，な

K
y 

o

鎮
十
一
盤

(

や
0

三)

偷

戦

後

闕

霞

饿
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